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－ I －



－ II －



あふれた町です。特に「高原」という地名は「高天原」から転化

３　　調査の目的は、高原町大字後川内のソーラーパネル設置に伴う試掘調査である。

－ III －



５　T １土層堆積状況（１）
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－ IV －
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－ 3 －



所在地　高原町大字後川内 1428 番地 1

　盛土の下からはアカホヤ火山灰の二次堆積層が確認されたが、アカホヤ火山灰と牛のスネ火山灰は土層中にブ

ロック状に含まれるのみであった。どの地層からも遺物・遺構は確認できなかった。現在発掘調査を行っている後

川内地域では、牛のスネ火山灰下の暗褐色土から縄文時代早期の遺構・遺物が出土している。当該地においては盛

土が分厚かったため、安全上、牛のスネ火山灰下にある暗褐色土までは掘削を行わなかったが、火山灰の成層堆積

が確認できないほどの急傾斜地であることから、当該地については地形が谷状に深く落ち込んでおり、遺物包含層

が存在していないと考えられる。

－ 4 －



－ 5 －
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平成 31年 3月 27日
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